
　本渡カトリック聖心幼稚園（渡邉満智子
園長・全園児57人）では『子どもたちは
生まれながらにして、自己教育力を持って
いる』という考えのもと、“環境を整える
こと・伸びようとする力を助けること・自
ら集中できること”に力を入れています。
　このような中で、子どもたちは、園が発
達段階に応じて開発・準備した教具を自分
の考えで手に取り、後片づけまできちんと
行っています。また、もちつきやクリスマ
スなどの伝統行事の実施や子ハイヤへの参
加、ケアホームへの訪問など、地域に根ざ
したさまざまな活動を体験することで、自
立心や考える力を養い、温かく、調和のと
れた人格の形成を目ざしています。

ま ち こ

　集中力と自立を目ざした
　　　　　　モンテッソーリ教育の縦割保育

本渡カトリック聖心幼稚園（大浜町）
みこころ

みんなで子ハイヤをがんばりました！

　

も
み
じ
保
育
園
（
松
浦
四
郎
園

長
・
全
園
児
53
人
）
で
は
、〝
昼

間
の
兄
弟
〞
を
合
言
葉
に
「
保
育

園
は
大
き
な
家
族
」
で
あ
る
と
い

う
方
針
の
も
と
『
自
分
で
考
え
自

分
で
行
動
す
る
子
・
野
山
を
元
気

い
っ
ぱ
い
に
駆
け
巡
る
た
く
ま
し

い
子
・
手
つ
な
ぎ
の
や
さ
し
い
子
』

な
ど
を
目
標
に
、
乗
馬
体
験
や
遠

し
ろ
う

出
の
散
歩
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た

お
米
や
季
節
の
野
菜
を
使
っ
た
ク

ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
園
内
は
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、
心
も
体

も
日
々
た
く
ま
し
く
成
長
を
続
け

る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
、
い
つ

も
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

静
か
な
山
里
に
、
い
つ
ま
で
も

子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
笑
い

声
が
響
き
渡
り
、
地
域
の
人
た
ち

の
生
き
る
支
え
と
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く

も
み
じ
保
育
園（
天
草
町
）

　手野小のソフトボール・サッカー部は35
人の部員で、その中に女子が７人入ってい
ます。私は、サッカーのキャプテンをして
います。キャプテンとしてするべきことは、
まだまだできていませんが、みんなが協力
して支え合っているのでとっても良いチー
ムです。今は、ターンやフェイントに力を
入れて練習をしています。苦手なプレーが
あっても、お互いのプレーを見せ合ったり
まねし合ったりして、がんばっています。
　今の目標は、大きな大会で予選を勝ち抜
き２日目に残って、決勝に進むことです。
　これからは、キャプテンとして良いプレ
ーができるようになって、チームをもっと
強くしていきたいです。

目標を達成する！

　

天
草
高
校
は
、
今
年
度
創
立
１

１
３
年
を
迎
え
、
約
３
万
人
の
卒

業
生
を
輩
出
し
て
い
る
伝
統
校
で

す
。「
正
大
・
剛
健
・
寛
厚
」
の

三
綱
領
は
、
天
高
生
の
目
ざ
す
べ

き
姿
と
し
て
、
今
も
在
校
生
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
本
校
は
昨

年
、
校
舎
の
耐
震
化
が
行
わ
れ
、

教
室
の
内
装
も
美
し
く
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中

で
、
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
私

た
ち
は
日
々
授
業
や
課
外
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
生

徒
の
部
活
動
へ
の
加
入
率
が
非
常

に
高
い
こ
と
が
特
色
の
ひ
と
つ
で

す
。
専
門
の
先
生
も
多
く
、
充
実

し
た
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
私
た
ち
の
自
律
心
と
健
全

な
精
神
を
養
う
た
め
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
自
律
し
た

人
間
像
を
目
ざ
し
な
が
ら
学
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
自
律
し
た
人
間
像
を

　
　
　
　
　
　
目
ざ
し
て

　四季折々の自然を満喫できる天草が大好き
で、地元を離れることなく働くことができた
らと、小さいころから思っていました。念願
がかなって高校卒業後、地元で介護の仕事を
しています。今は、介護福祉士の資格取得を
目標に勉強中です。休日は、ミニバレーやマ
ラソンをしてリフレッシュを図っています。

̶̶ 毎日の楽しみは？
　家の近くにある畑で、妻
といっしょに四季折々の野
菜を作ることです。たくさ

ん作って子どもたちに送ったり、近所の人におすそわ
けしたりしています。
̶̶ 健康の秘訣は？
　週２回のゲートボールの練習で体を動かすこと。ま
た、地域づくり団体の「ひま陣工房」で、仲間と炭焼き
などをしながら世間話をすることです。体力には自信
があり、若いころは“嵐山”のしこなで本渡の招魂祭の
相撲に出場し、15人抜きを達成したこともあります。
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小浦七瀬 さん（河浦町新合・23歳）

蓑田 一 さん
（新和町碇石・81歳）

体育祭での人文字体育祭での人文字

力を合わせて勝利をつかむぞ！

ななせ

いち

　手野小学校（五和町）
６年　宮下 史圭

あやか

　
天
草
高
校（
本
渡
町
）

　
　
　
　
２
年
　
下
城 

圭
成

け
い
せ
い

いつも元気いっぱいの園児たち

じん

　

天
草
大
陶
磁
器
展
が
、
今
年
で

記
念
す
べ
き
10
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
第
１
回
は
平
成
12
年
、
熊
本

県
民
文
化
祭
を
天
草
で
開
催
し
、

メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
一
つ
に「
陶
芸
」

を
掲
げ
、講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

天
草
大
陶
芸
展
を
実
施
し
た
の
が

は
じ
ま
り
で
す
。

　

天
草
が
、
全
国
の
陶
磁
器
原
料

の
８
割
を
占
め
る
優
良
な
「
天
草

陶
石
」
の
産
地
で
あ
る
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
で
も

伝
統
を
受
け
継
い
だ
窯
元
や
新
興

の
窯
元
な
ど
が
、
が
ん
ば
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
い
か

し
「
陶
磁
器
の
里
づ
く
り
」
を
進

め
よ
う
と
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　

平
成
15
年
３
月
、「
天
草
陶
磁

振
興
協
議
会
」の
ご
努
力
に
よ
り
、

国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
も「
陶
磁
器
の
里
づ
く
り
」

を
大
き
く
前
進
さ
せ
ま
し
た
。

　

大
変
な
不
景
気
の
中
、
世
界
に

秀
で
た
技
術
力
で
、
製
品
づ
く
り

を
続
け
る
中
小
企
業
の
よ
う
す

を
、テ
レ
ビ
で
よ
く
目
に
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
が
問
わ
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
出
展
者
も

増
え
、
県
内
外
か
ら
の
多
く
の
人

出
で
に
ぎ
わ
う
大
陶
磁
器
展
。
天

草
の
宝
で
あ
る
天
草
陶
磁
器
が
、

さ
ら
に
光
り
輝
く
よ
う
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
と
進
む
、
第
10
回
の
大

陶
磁
器
展
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

天
草
市
長  

安
田
公
寛

10
回
目
を
迎
え
た

　
　
　
天
草
大
陶
磁
器
展


